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　年度末を控え、各クラブにおかれましては、 1年
間の総括と次年度へ向けての準備に暇の無い時期
と存じます。
　昨年 7月以来、数多くの公式行事に、誠実にご協
力を頂きましたこと、深く感謝を申し上げます。
　今月は親睦活動月間です。
　ロータリーは「親睦に始まり、親睦に終わる」と
いわれますが、同時に「人づくりの道場」であると
もいわれます。
　人間として「淋しかったから」ということで始
まったポール・ハリス達 4人の集いは、今やロータ
リーとして世界で1,213,448人、33,974クラブ（2011.2. 
28時点）が、共通の夢の下「親睦、奉仕、多様性、
高潔性、リーダーシップ」を理念とする組織となり、
人類に如何に貢献するかを考えるまでに進化を遂
げました。職業分類をはじめとして、人・クラブ・
地区・国・民族などの「多様性の尊重」は、ロータ
リーの大きな特徴であり、その特徴を活かすために
は、友情・寛容からはじまる ｢親睦活動｣ による、
より深い相互理解が肝要だと思います。
　ロータリーの親睦は、クラブ内、グループ内、地
区内、国内、さらに国を超えた「世界ネットワーク
活動グループ」における活動まで、様々な親睦活動
が行われており、お互いの職業、趣味、娯楽、レク
リエーション等を通して、幅広い仲間作りが出来ま
す。親睦活動を通して、会員は生涯にわたる友情を
築くだけでなく、自ら職業人としての見識をさらに
高め、ロータリアンとしての活動意欲も増進させる

事が出来ます。
　そこで、私は皆様にロータリアンとして、心にと
めておいて頂きたいことがあります。
　ロータリーの親睦活動は、一般社会での同業者や
趣味の会などでの同好会活動とは主旨が異なりま
すから、何時、どこに在っても、ロータリアンとし
ての夢を語る中での親睦活動であってほしいと思
います。親睦のためだけの親睦であってはならない
と思います。
　当地区には現在、地区親睦活動委員会は設置され
ていませんが、RIは、地区内クラブ、他地区の同
種の活動との交流、また、関連する国際親睦活動を
担当する委員会の設置を推奨しています。国際的親
睦活動としては「ロータリー親睦活動グループ」が
ありますが、これは公式にRIが認めた、国を超えて、
友情と親睦を深めるために職業的または、レクリ
エーションなど、関心事別に結束した、ロータリア
ンのグループです。
　詳細につきましては、ロータリーのホームページ
（http://www.rotary.org）｢ロータリー親睦活動要
覧｣ に掲載されています。
　視野を広くし、興味ある活動にすすんで参加して
みませんか。
　今後とも、親睦活動を通して、各クラブが更に結
束を強くして、発展されますよう願っております。

ガバナーメッセージガバナーメッセージ

ガバナー　小 林 完 治

ロータリー親睦活動月間によせて
―多様性を尊重し、相互理解を深めるために―
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　前日の雨も夜半には上がり、晴天に恵まれた 4月17
日（日）、満開の桜の中、谷岡　浩ガバナー補佐（鳥
取中央RC）長田昭夫ガバナー補佐（米子RC）主催に
より、湯梨浜町ハワイアロハホールに於いて合同IM
を開催いたしました。小林完治ガバナー、芝田正剛地
区副代表幹事を役員としてお迎えし、来賓には伊藤文
利ガバナー・エレクト、谷口譲二、酒井英第 1・第
2G次期ガバナー補佐のご臨席をいただきました。
　今回の主題は「論語と人づくり」、副題を「どう生
きる、どう育む、どうつなぐ」といたしました。混沌
とし不安と拝金主義がまかり通る時代にあって、国民
に必要なのは、幾多の苦難に負けぬ心の道しるべ。特
に若者が夢を語り、無形の価値を大切にし、我が国の
歴史文化を敬う。豊かであっても次世代への躾け・教
育を疎かにせぬ、そんな日本であって欲しいという願
いを込めました。
　第 1部講演は、平井伸治鳥取県知事から「次世代に
引き継いでいくもの」。平素、一人の父親として感じ
ていること、地域への思い、或いはこの度の震災に県
が行っている支援事業など、論語あり与謝野晶子あり
の60分を超える熱弁に、会場は大いに盛り上がりまし
た。
　第 2部講演は安岡定子氏から安岡活学塾の「ロータ
リアンに贈る、論語のこころ」。孔子の人物像、論語

の成り立ちや歴史。論語教室
での子供たちの様子など、お
話はとても明瞭で解かりやす
く、今まで遠い存在であった
論語が、身近なものとして会
員に良く伝わったと思いま
す。最後に全員で論語の名文
を素読し、論語の簡潔さ、言
葉の美しさを大いに味わいま
した。「学びを実践すること」
とおっしゃった言葉が印象的
でした。
　第 3部は地元の音楽家集
団、シュトラーレンの皆さま
による「音楽でつながる、人、

声、こころ」。　プッチーニあり、クラシカル・クロ
スオーバーありで、会場は大いに楽しみ好評でありま
した。
　小林ガバナー所感では、ロータリーは、若者たちを
リードしていくために「人づくり」を目指さなくては
ならない。時代の変化や地域の実情を踏まえ、手をた
ずさえて頑張ってください、とのお言葉を頂戴いたし
ました。
　このたびは、東日本大震災による重い空気がただよ
う中でのIM開催でした。こうした時期だからこそ、
人の原理原則をテーマにした今回の講演や音楽は、会
員の心に深く素直にしみ入ったと思います。ご協力頂
いた全ての皆さまに感謝申し上げます。

第1・第2グループIM報告第1・第2グループIM報告

第1グループIM実行委員長　谷 口 宗 弘（倉吉中央RC）
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　出雲中央ロータリークラブは、2011年 3月21日出雲
ロイヤルホテルにおいて創立20周年記念式典・懇親会
を催しました。10日前の 3月11日には「東日本大震災」
という未曽有の大災害が発生し、名称、内容等一部変
更した上での開催となりました。来賓には小林完治ガ
バナー、山本茂生パスト・ガバナー、原　久義パスト・
ガバナー（拡大委員長）、芝田正剛地区副代表幹事、児
玉進一出雲市総務部長、江田小鷹出雲商工会議所会頭、
清原　修出雲青年会議所理事長、近隣クラブの会長、
幹事をはじめ多くの皆様をお迎えして、質素な中にも

和やかな会が挙行できましたこと、関係の皆様に厚く
御礼申し上げます。
　1992年 3月23日、出雲ロータリークラブ、出雲南ロ
ータリークラブをスポンサークラブとして会員32名で
発足してから20年があっという間に過ぎ去りました。
人間で言えばやっと成人式を迎えたところです。
　さて、記念事業として、近年のIT化の進展に伴い、
出雲中央図書館へ3Dプロジェクター機材一式の寄贈、
並びに当クラブが長年取り組んできた森林保全の活動
から「森林と水の基金」の創設を致しました。小林完
治ガバナーの祝辞にもありましたが、我がクラブは創
立以来毎年「RI会長賞」を受賞しております。
　創立20周年を契機にして今一度原点に立ち返り、ロ
ータリークラブ本来のあり方を模索して参りたいと考
えております。

出雲中央RC 創立20周年記念式典を終えて出雲中央RC 創立20周年記念式典を終えて

会　長　高 橋 　 章

　平成23年 3月27日、益田市の『島田家』において創
立50周年記念式典を開催いたしました。折からの東日
本大地震の自粛ムードの中、会員一同式典を開催して
いいものか悩んでいたところ、小林ガバナーから被災
された人たちに哀悼の気持ちを持つならいいと思いま
す、と背中を押して頂き、又、昭和58年の当地区の大
水害で全国のロータリアンから受けた熱い友情を思い
起し、今度は逆にこちらから勇気と希望を届ける気持
ちで開催を決めました。来賓には祝辞を頂いた小林ガ
バナー、楫野島根県知事代理、福原益田市長ほか 5名
のパスト・ガバナー、伊藤ガバナー・エレクト、各
クラブ会長、幹事に御臨席頂き賑やかな会となりまし
た。
　式典に先だち記念事業として、昭和女子大学学長坂
東眞理子氏の「今こそ求められる『女性の品格』」講演
会や益田市立図書館へロータリー文庫開設及び児童図
書一式の寄贈、益田医師会病院へ電子カルテ用パソコ
ンの寄贈を行い一連の記念行事を行いました。

　式典での厳粛ムードから祝賀会改め懇親会に移ると
雰囲気はガラリと変わり、会員家族による筝とフルー
トのコラボ演奏や地元バンドの懐かしい思い出のメロ
ディなど和気藹々の内に進み、会員一同次の百周年に
向けて団結と飛躍を誓い、盛会裏に終了しました。

益田RC 創立50周年記念式典を終えて益田RC 創立50周年記念式典を終えて

会　長　大 畑 　 実
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　平成23年 4月 3日、忸怩たる思いの中での「大社ロー
タリークラブ創立50周年記念式典」の開催でありました。
　我が国の国難とも言える東日本大震災から22日後の
この日、千家、北島両国造家をお迎えし、青木一彦参
議院議員、溝口善兵衛島根県知事、そして第2690地区
小林完治ガバナーをはじめ、島根県内13の各ロータリ
ークラブの会長他多数の来賓の方々に御臨席賜り、多
くの市民の方々、会員、令夫人の参加を戴き、拓殖大
学の呉善花教授による「日本の曖昧力」と題する記念
講演も盛りこみ、誠に盛大な記念式典を挙行すること

が出来ました。
　また、式典後開催した島根ワイナリーでの懇親会も
大変盛り上がり、大社ロータリークラブ50年の軌跡に
思いを馳せ、あらためてロータリアンとしての絆を深
めることが出来ました。
　そして今回の記念事業として、出雲市立図書館に視
聴覚設備一式、並びに机、椅子等を寄贈いたしました。
　私たち大社ロータリークラブとしては、この日をス
タートに、更なる存在感と魅力溢れる大社ロータリー
クラブを築くべく、「すすんで参加しよう」の地区テー
マの基に、思いやりのある参加行動に専念、邁進する
ことを誓ったところであります。
　この様な時期の開催にもかかわらず、馳せ参じて頂
きました小林ガバナーにはあらためて深甚なる敬意を
表するとともに、会長就任以来の最大の懸案事項をこ
こに無事に執り終えることでき、関係各位に心からの
御礼を申し上げます。

大社RC 創立50周年記念式典を終えて大社RC 創立50周年記念式典を終えて

会　長　金 山 治 正

　開催を1か月後に控えた3月11日午後、東日本大震
災並びに東京電力福島第一原子力発電所事故が起こり、
記念式典を行うべきかどうか多様な意見があり、大い
に迷いました。最終的に当クラブにとって成人式に当
たる節目の年なので、記念式典・記念講演のみを挙行
することに決定しました。
　 4月10日、小林完治ガバナーをはじめ、渡辺好政元
RI理事、岡山県南のパスト・ガバナーと現会長・幹事、
友好クラブである京都朱雀RCの皆様、石井正弘岡山県
知事の代理・中田正明備前県民局長、髙谷茂男岡山市
長の代理・松田隆之環境局長をはじめ関係各位のご臨
席を賜り、丁重なご祝辞を頂戴いたしました。厳粛な
中にも喜びに溢れた式典を挙行することができました
ことを心より感謝申し上げます。
　岡山北西ロータリークラブは1991年（平成 3年）2月
25日岡山北ロータリークラブをスポンサークラブとし
て55名の会員で発足。現在、20名の創立会員が在籍し
ております。20周年のテーマを「確かな歩み、さらな

る飛躍」とし、会員一同、信頼と友情を大切にしながら、
地域に根ざした奉仕活動の実践を誓いました。
　記念講演では、アサヒビール名誉顧問の中條高德氏
より「歴史を忘れた日本人」と題した有意義なお話を
聞くことができました。
　なお、被災された方々に一日も早く元気を取り戻し
ていただくことを願って、祝賀会等に予定していた資
金はすべて義援金とさせていただきました。

岡山北西RC 創立20周年記念式典を終えて岡山北西RC 創立20周年記念式典を終えて

会　長　川 西 熊 雄
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ガバナー公式訪問だよりガバナー公式訪問だより

岡山西南ロータリークラブ 訪問者：小林ガバナー511 金
　昨年 7月から始まり、地区大会をはさんで
5ヶ月に亘った公式訪問は、ホームクラブでそ
の最後を迎えました。
　小林ガバナーは、RI会長の方針、地区のスロー
ガンとともに、クラブの奉仕活動のあり方につ
いて、多くの指針を示されました。
　クラブ創立以来はじめてガバナーを選出でき
たことは、クラブにとってこの上ない栄誉であ
ります。しかしながら、この栄誉は、課せられ
た重い責務を果たしてこそ認められるものであ
ります。
　地区大会は、クラブ全員の結束力・行動力と
協力されたパートナーの皆様、地区委員の方々

の熱意とが相俟って、見事に仕上げ、小沢一彦RI
会長代理から、温かい労いのお言葉を頂いたこと
も、いまだ会員の記憶に鮮明であります。
　井上会長には、ホストクラブ会長としての業務
と、通常のクラブ運営の業務を同時に進行すると
いう状況のなかで、常に細やかな配慮をされ、強
力なリーダーシップを発揮されましたことに敬服
いたしております。
　42年前、「生涯の友になろう。」と呼びかけ、仲
間が集い、クラブが誕生しました。
　ガバナー年度において得られた貴重な経験が、
全会員の友情をより深め、クラブの更なる発展に繋
がるものと確信しております。（森　英文会員 報告）

　平成23年 5月14日（土）、15日（日）の 2日間、倉
敷南ローターアクトクラブをホストとし、国際ロータ
リー第2690地区ローターアクト第34回地区大会が開催
されました。「I ＆ I　～気づき・磨き・輝かそう～」
という大会テーマのもと、想像豊かで革新的な
（Imagination ＆ Innovation）地区大会を目指しました。
　 1日目の式典では、小林ガバナーと河田育康倉敷市
副市長からご祝辞を頂きました。ガバナーのアクター
に対する激励のお言葉は、私たちにとって大変励みと
なりました。また、懇親会では、レセプションでアク
ターの若い力が炸裂。ダンスや歌など大いに盛り上が
りました。 2日目のメインプログラムは、大会テーマ
に基づき、”気づき”が重要な「アハ体験」「スクイント」

というゲームでした。ロータリアンもローターアクタ
ーも互いに協力していたのが印象的でした。講評では、
小林ローターアクト委員長から、ロータリーとロータ
ーアクトの更なる交流について心強い言葉がありまし
た。表彰式・卒業式では、卒業を迎えられた現地区代
表の山口寛さんの10年間にわたる功績を紹介するスラ
イド上映され、会場全体が感動につつまれました。
　地区大会の運営をする中で、ローターアクトクラブ
の結束力が強くなっただけでなく、私たち自身で今何
が出来るのか「気づき、磨き、輝かせる」ことが出来
たのではないかと思います。
　今後も皆様のご指導ご鞭撻のもとさらに輝けるよう
邁進する所存です。

第2690地区ローターアクト第34回地区大会報告第2690地区ローターアクト第34回地区大会報告

地区大会幹事　佐藤 菜香子（倉敷南ローターアクトクラブ）
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地区だより地区だより（2011年4月）①（2011年4月）①

近藤典博
（岡山東RC）

山崎泰弘
（児島RC）

廣瀬成史
（倉敷東RC）

近藤章浩
（岡山旭川RC）

白髪克也
（倉敷南RC）

大内　茂
（岡山旭川RC）

浮田三郎
（岡山中央RC）

塩谷健吾
（岡山旭川RC）

井村　誠
（岡山西南RC）

河合　進
（岡山西南RC）

前島皎仁
（岡山西南RC）

尾坂　功
（岡山西南RC）

3

7 1

3

63

2

2

2 7 13 2

◉ 新会員ご紹介

川那部善夫
（鳥取北RC）

中原宏志
（倉敷南RC）

安藤　真
（笠岡RC）

髙吉慎一
（鳥取北RC）

長光正幸
（岡山RC）

橿　朋宏
（倉敷中央RC）

岩ノ上洋一郎
（鳥取西RC）

吉田憲司
（岡山RC）

面谷博紀
（米子東RC）

大澤俊哉
（岡山東RC）

大屋明宏
（米子南RC）

竹本　治
（岡山東RC）

平井保隆
（松江RC）

山下貴司
（岡山東RC）

清原良治
（松江東RC）

日笠常信
（岡山北西RC）

布野浩之
（出雲南RC）

青山慎吾
（岡山後楽園RC）

◉ 米山記念奨学会への寄付

米 　 山 　 功 　 労 　 者

◉ ロータリー財団への寄付

ポール・ハリス・フェロー

山﨑堆稚
（倉吉東RC）

三木康史
（真庭RC）

米本哲人
（鳥取西RC）

今井　悟
（米子RC）

村松直久
（松江しんじ湖RC）

波田英機
（益田RC）

惠谷龍二
（笠岡東RC）

荻田和義
（高梁RC）

白髪克也
（倉敷南RC）

2 19 3 1 1 3、4 50～531

大　口　寄　付　者 ベネファクター

森田昭一郎
（倉敷RC）

難波弘毅
（倉敷中央RC）

大内皓雄
（岡山西南RC）

柚木康司
（岡山岡南RC）

田原茂穂
（新見RC）

恒久基金への寄付

謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。訃報

金居　晃 名誉会員（鳥取北RC）
2011年4月7日ご逝去（享年89歳）
1971年5月1日入会
㈱金居商店　会長 写真材料販売
1987-88年度　副会長、1988-89年度　会長、
1989-90年度　国際奉仕委員長

※この他のクラブ寄付・個人寄付につ
いては、PDF版をごらんください。

※この他のクラブ寄
付・個人寄付につい
ては、PDF版をごら
んください。
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出 席 報 告出 席 報 告（2011年4月）（2011年4月）

クラブ名 Make-up後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％）例会数

会　員　数

7月1日 4月末 内女性
会　員 増減

第
１
グ
ル
ー
プ

智　　　　頭 83.33 77.08 4 15 12 0 －3

倉 吉 98.18 78.64 4 55 55 2 0

倉 吉 中 央 76.09 60.87 4 21 23 1 2

倉 吉 東 97.61 67.45 3 43 42 2 －1

鳥 取 100.00 83.25 3 57 57 2 0

鳥 取 中 央 80.02 77.70 4 46 44 0 －2

鳥 取 北 87.61 81.12 4 54 55 6 1

鳥 取 西 86.44 79.45 4 57 55 0 －2

計（８） 88.66 75.70 348 343 13 －5

第
２
グ
ル
ー
プ

境 港 72.16 57.39 4 44 44 0 0

米 子 89.50 56.56 4 67 67 2 0

米 子 中 央 85.94 79.69 4 31 32 1 1

米 子 東 85.63 66.65 4 74 79 5 5

米 子 南 88.65 70.21 3 50 49 1 －1

計（５） 84.38 66.10 266 271 9 5

第
３
グ
ル
ー
プ

松 江 87.78 75.86 4 69 69 0 0

松 江 東 88.56 82.04 4 58 59 0 1

松 江 南 90.81 84.04 3 69 69 4 0

松江しんじ湖 92.86 80.08 4 60 63 8 3

隠 岐 西 郷 83.00 74.00 4 30 28 0 －2

計（５） 88.60 79.20 286 288 12 2

第
４
グ
ル
ー
プ

平 田 92.89 83.47 4 37 37 1 0

出 雲 81.37 76.96 4 53 51 1 －2

出 雲 中 央 85.78 80.39 4 48 51 3 3

出 雲 南 98.74 85.68 4 59 60 6 1

大 社 80.08 73.65 4 43 43 0 0

計（５） 87.77 80.03 240 242 11 2

第
５
グ
ル
ー
プ

江 津 81.48 74.07 4 26 27 0 1

浜 田 90.58 77.61 4 55 55 0 0

益 田 98.00 76.00 4 26 25 3 －1

益 田 西 81.62 63.97 4 32 33 1 1

大 田 93.08 90.79 4 27 27 3 0

計（５） 88.95 76.49 166 167 7 1

第
６
グ
ル
ー
プ

井 原 74.71 64.46 4 45 48 2 3

笠 岡 94.89 90.92 4 50 50 0 0

笠 岡 東 88.69 80.95 4 37 42 1 5

新 見 85.42 79.17 3 18 16 1 －2

総 社 76.21 67.80 4 42 39 6 －3

総社吉備路 90.43 87.69 4 36 37 3 1

高 梁 96.12 71.09 3 44 45 3 1

玉 島 89.56 86.02 4 29 30 1 1

計（８） 87.00 78.51 301 307 17 6

クラブ名 Make-up後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％）例会数

会　員　数

7月1日 4月末 内女性
会　員 増減

第
７
グ
ル
ー
プ

児 島 73.76 61.56 4 30 31 0 1

児 島 東 90.63 85.42 4 25 24 0 －1

倉 敷 98.67 85.74 3 78 80 0 2

倉 敷 中 央 76.32 73.68 4 19 19 3 0

倉 敷 東 90.85 82.93 4 43 42 3 －1

倉 敷 南 94.37 66.32 4 56 66 5 10

倉 敷 水 島 70.85 58.63 4 34 32 0 －2

倉敷瀬戸内 90.79 69.49 4 37 38 2 1

計（８） 85.78 72.97 322 332 13 10

第
８
グ
ル
ー
プ

真 庭 86.04 77.88 4 36 34 0 －2

美 作 91.63 90.16 4 38 38 1 0

津 山 75.34 63.02 4 87 89 3 2

津 山 中 央 82.05 76.92 3 26 27 2 1

津 山 西 84.63 72.35 3 34 35 4 1

計（５） 83.94 76.07 221 223 10 2

第
９
グ
ル
ー
プ

赤 磐 84.07 69.53 4 20 21 0 1

備 前 84.09 78.05 3 40 44 2 4

岡 山 87.37 72.09 4 111 110 0 －1

岡 山 東 90.17 82.08 4 84 87 0 3

岡 山 北 西 91.40 83.45 3 47 51 4 4

岡 山後楽園 86.93 78.43 3 50 51 0 1

計（６） 87.34 77.27 352 364 6 12

第
10
グ
ル
ー
プ

岡 山 旭 川 84.49 72.42 4 30 28 3 －2

岡 山 中 央 88.66 79.30 4 44 46 5 2

岡 山 北 75.50 66.50 4 53 50 0 －3

岡 山 南 82.99 73.28 4 150 153 12 3

玉 野 82.58 75.76 4 33 33 0 0

牛 窓 79.17 79.17 3 8 8 0 0

計（６） 82.23 74.41 318 318 20 0

第
11
グ
ル
ー
プ

岡 山 備 南 86.93 75.81 4 35 35 4 0

岡 山 城 86.47 76.21 4 31 30 4 －1

岡 山 岡 南 89.67 80.16 4 26 27 2 1

岡 山丸の内 85.48 75.00 4 33 32 3 －1

岡 山 西 87.29 75.01 4 77 77 5 0

岡 山 西 南 87.92 76.83 4 69 70 2 1

計（６） 87.29 76.50 271 271 20 0

クラブ数 67RC
７月１日会員数 3,091名
４月末日会員数 3,126名
内　女性会員数 138名
純増 35名

４月出席率
Make-up後 86.58％
ホームクラブ 75.76％

地
区
ク
ラ
ブ
内
の
状
況


